
 

 

 

 

ハロウィンが近づいているので、１０月は怖い話を

楽しむのにぴったりの季節です。この号では、私の

子供の頃に読んだ二つの怖い話を紹介します。こ

れらの話はアメリカではよく知られていると思いま

す。アルビン・シュワルツによる「 In a Dark, Dark 

Room and Other Scary Stories」と「Scary Stories to Tell 

in the Dark」という子供向けの本からの怖い話です。

これらの本は子供のために書かれているので、簡単

な英語で書かれ、あまり怖くありません。これらの物

語は日本の伝統的な怖い話とどのように異なるの

でしょうか？ハッピー・ハロウィン！ 

緑のリボン 

In a Dark, Dark Room and Other Scary Stories より 

Alvin Schwartz（文）、Dirk Zimmer（絵） 

昔、ジェニーという女の

子がいました。ジェニーは

他の女の子と同じように見

えましたが、一つだけ違う

点がありました。彼女はい

つも首に緑のリボンをつけ

ていました。 

ジェニーのクラスにはア

ルフレッドという男の子が

いました。アルフレッドはジェニーが好きで、ジェ

ニーもアルフレッドが好きでした。 

ある日、アルフレッドはジェニーに尋ねました。「ど

うしてそのリボンをいつもつけているの？」 

「それは教えられないわ」とジェニーは言いまし

た。 

しかしアルフレッドは尋ね続けました。「どうしてそ

のリボンをつけているの？」 

そしてジェニーは言いました。「いいの、気にしな

いで。」 

ジェニーとアルフレッドは成長し、恋に落ちました。

ある日、二人は結婚しました。 

結婚式の後、アルフレッドは言いました。「私たち

は結婚したから、緑のリボンについて教えてくれな

いか。」 

「まだ教えられないわ」とジェニーは言いました。

「時が来たら教えるね。」 

年月が過ぎ、アルフレッドとジェニーは年を取りま

した。 

ある日、ジェニーはとても病気になりました。医者

はジェニーが死にかけていると告げました。ジェ

ニーはアルフレッドをそばに呼びました。 

「アルフレッド。今、緑のリボンについて教えるわ。

リボンをほどけば、なぜ以前に教えられなかったの

かが分かるでしょう。」 

ゆっくりと慎重に、アルフレッドはリボンをほどき

ました。するとジェニーの頭が落ちました。 

ハイビーム 
Scary Stories to Tell in the Darkより 

Alvin Schwartz（文）、Stephen Gammell（絵） 

古い青いセダンを運転していた女の子は高校３

年生でした。彼女は約１３ｋｍ離れた農場に住んで

おり、その車を使って通学していました。その晩、彼
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女はバスケットボールの試合を見るために町に行き

ました。今、彼女は帰路についていました。学校を離

れると、駐車場から彼女を追いかけてくる赤いピッ

クアップトラックに気付きました。数分後、そのトラッ

クはまだ彼女の後ろにいました。 

「同じ方向に行くみたいね」と彼女は思いました。 

彼女はミラーでトラックを注意深く見始めました。

彼女がスピードを変えると、トラックの運転手もス

ピードを変えました。彼女が他の車を追い越すと、

彼もそうしました。 

すると彼はハイビームを点灯させ、彼女の車を明

るく照らしました。その光はほぼ１分間続きました。

「私を追い越したいのかもしれない」と彼女は思い

ました。しかし、彼女は不安を感じました。 

 
普段彼女は裏道を通って帰宅していました。そこ

を通る人はあまりいませんでした。しかし、彼女がそ

の道に入ると、トラックも同じように入りました。 

「彼から逃げなきゃ」と彼女は思い、運転を速め

始めました。すると彼は再びハイビームをつけまし

た。１分後、彼はそれを消しました。そして再び点灯

し、また消しました。 

彼女はさらに速く運転しましたが、トラックの運転

手は彼女の真後ろにいました。すると彼は再びハイ

ビームを点けました。再び彼女の車は光に包まれま

した。「彼は何をしているの？」と彼女は疑問に思い

ました。「彼は何が欲しいの？」すると彼は再びハイ

ビームを消しました。しかし１分後、再び点灯させ、

そのままにしました。 

ついに彼女は自分の家の車道に入り、トラックも

その真後ろに入りました。彼女は車から飛び出し、

家に向かって走りました。「警察を呼んで！」と彼女

は父に叫びました。車道には、トラックの運転手がい

ました。彼の手には銃がありました。 

警察が到着すると、トラックの運転手を逮捕しよ

うとしましたが、彼は「俺は何も悪くないよ！」と言

いました。女の子の車を指差し、「悪いのはカレだ

よ！」 

運転席の後ろには、ナイフを持った男がしゃがん

でいました。 

トラックの運転手の説明によると、その男は女の

子が学校を出る直前に彼女の車に忍び込んだので

す。トラックの運転手はそれを目撃しましたが、止め

る方法はありませんでした。警察を呼ぶことを考え

ましたが、彼女を置いていくのが怖くてできません

でした。それで、彼は彼女の車を追いかけることに

しました。 

後部座席の男が女の子を襲おうとするたびに、

トラックの運転手はハイビームをつけました。その時、

男は誰かに見られるのを恐れて身を引きました。🎃 
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